
2021年度 第12回理事会議事録 

 

2022年3月10日（木）19時30分、WEB上にて理事会を開催した。 

定刻に、理事 伊藤伸が議長席につき、本会は有効に成立した旨を告げて議案の審議に入った。 

 

理事総数      27名 

本日の出席理事数  25名 

監事総数             2名 

本日の出席監事数   2名 

 

■出席役員：会長）宇田英幸、副会長）伊藤伸、茂木有希子 理事）赤間公一、石川麻子、犬塚功一、大橋幸子、岡

部拓大、押野修司、北村ミチル、小池祐士、神山真美、阪井之哉、鈴木香織、鈴木真弓、鈴木康子、高橋啓吾、髙橋

暢介、原裕如、平田樹伸、逸見康子、丸達也、安永雅美、吉田朋子、渡部慶和  

      監事）川俣実、土屋美樹 

■委任役員：田坂翔太、野村健太 

■欠席役員：  

■他出席 ：法人管理部）駒崎かんな 

■他欠席 ：北部ブロック長）後藤 昴                             敬称略 

 

 

■議 題： 

Ⅰ．審議・検討事項【発案者：敬称略】 

第１号議案 第11回 理事会議事録について【法人管理部：安永】（資料1） 

議事録の内容を確認し、満場一致で可決された。 

 

第２号議案 2022年度予算案（2次）について【財務部：北村】（資料2） 

2022年度予算として今回は学会参加費が変更となったため、修正をした。また2021度会計報告上、ホームページの

追加機能（会員籍の確認機能）の40万支出が出ることと、会計報告で繰り越し金額が確定する。 

内容を確認し、満場一致で可決された。 

 

第３号議案 学会査読要領の改正について【学術部：押野】（資料3） 

学会査読要領を学会査読規程に変更し、研究報告と事例報告の基準を分け採点方法や文言を一部変更した。また規定

は理事会で変更できることとした。 

内容を確認し、満場一致で可決された。 

 

第４号議案 学会参加費の修正について【第31回埼玉県作業療法学会：神山】（資料４） 

会員ならびに学生の参加費は無料、非会員は一律3000円（前日までの登録・当日登録とも）とすることで満場一致で

可決された。 

 

第５号議案 ロゴマークデザインコンペ審査結果および特別賞の追加について【広報部：伊藤】（資料5） 

広報部と宇田会長で採点し、最優秀賞・優秀賞が選出され満場一致で可決された。 



学生や当事者の方6名からも応募いただいた。特別賞として1人当たり1000円のクオカードをお送りすることも満場

一致で可決された。 

 

第６号議案 2022年度理事会開催日程について【総務部：丸】（資料6） 

第2木曜日で理事会開催することを満場一致で可決された。 

 

第７号議案 2022年度事業計画および2021年度事業報告について（資料7） 

2022年度の事業計画を確認し、満場一致で可決された。2021年度事業報告は3月25日までに提出すること。 

 

第８号議案 定款変更：役員数増員について（資料8） 

事業が増えており理事数を27名から30名とすることで満場一致で可決された。 

 

第９号議案 年会費未納による退会に関する規程（仮称）について【大橋事務局長】（資料9） 

年会費1年未納の際に退会に定款変更となるが、県士会では休会制度は設けていない。 

今回、大橋事務局長から年会費未納による会員資格喪失に関する規程、会費等に関する規程を作成した。 

1年未納であった場合会員資格失効となるが、4月から5月末までに申し出をして会費納入すれば会員に戻ることが可

能となる。BANDで継続審議とする。 

 

第10号議案 公式ホームページ公開にむけた審議【広報部：伊藤】 

現在、新しい公式ホームページの準備をしている。スマホでも閲覧しやすいように調整している。 

2日間かけて業者（デザインデポ）に依頼し、現データを公式ホームページに全移行予定。 

ホームページレイアウトなどを確認し、3/18公開することで満場一致で可決された。 

検索機能は現在設定していなかったため、今後導入検討していく。 

 

Ⅱ．報告・確認事項 

  １．各部局活動報告 

１）事務局長：大橋事務局長より以下の報告があった。 

事務職員の齋藤さんが3月31日付けで退職、3月1日より安藤さんが入職し、業務引継ぎ中。 

2022年度定期総会に向けて、2021年度事業報告の提出を依頼中、3月25日提出締め切り。 

2022年度より新たに部員・委員を委嘱する場合は、事務部の伊藤マヤあてにメールで公文書を依頼してほし

い。任期は2022年度3月31日となる。委嘱状は発行していない、依頼公文書（上席者あて派遣依頼、本人

宛依頼）となっている。 

２）法人管理部：安永部長より報告事項なし。 

３）総務部：丸理事より以下の報告があった。 

  定期便は3月20日締め切り、4月1日を目安に配信予定。 

４）財務部：北村財務部長より報告事項なし。 

５）学術部・編集委員会：押野理事より以下の報告があった。 

①編集委員会報告事項無し 

②学術部：第31回埼玉県作業療法学会の査読を3/10から準備、理事会後に査読依頼の予定。査読期限を3/24

とし、修正期間は1週間の予定。査読スケジュールを演題登録者全員に連絡した。 

査読委員会から以前より、事例審査の際のスコアリングシートが使いずらいとのコメントがあり、OT協会の



事例報告登録制度の判定を参考に修正を検討した。3/10理事会に審議案件として提出した。 

６）学会支援委員会：小池理事より以下の報告があった。 

第31回埼玉県作業療法学会 演題募集終了。（16件：東部3件，西部6件，南部6件，北部1件） 

演題査読中。 

７）教育部：鈴木香織理事より以下の報告があった。 

  2021年度の部員や活動の協力いただいた会員に士会裁量ポイント（２ポイント）の付与を行う。 

提出方法などは後日アナウンスする。会員氏名と会員番号を準備いただきたい。 

８）生涯教育委員会：神山理事より以下の報告があった。 

講師のご紹介またはご協力頂きたい。CVA については、天草病院の先生をご紹介いただいた。脊損・内部障

害・手の外科をテーマで講師を募集している。研修企画を行う上で、講師および日程検討で時間要してしま

い、来年度での開催を検討している。 

９）養成教育委員会：岡部理事より以下の報告があった。 

3月5日・6日第4回臨床実習指導者講習会は無事に終了。大きな問題なし。経験年数4，5年の受講者が増

加傾向（全体の30％程度）しており、実習指導経験が少ないため議論が十分に出来ないグループあり。今後

実施方法を検討する必要あり。 

来年度の講習会は5月14日・15日、8月27日・28日、11月26日・27日、3月4日・5日を予定。 

来年度より① 講義or 演習を各養成校と臨床スタッフに振り分け、一定期間(1年程度)でローテーションす

る。② 本年度の参加者状況から鑑み、現在 3 回行っていた接続テストは 2 回とし、スタッフ 6 名程度で行

う。③令和4年度の講習会・接続テストの出欠ならびに講師担当の記入はスプレットシートで一括して行う。

こととした。 

各講習会は養成校各3名（×６校）と臨床スタッフ（5名程度）の計23名程度のスタッフで構成しているが、

臨床のスタッフが不足しているため、対策が必要。 

またOT協会員の受講を優先する現在の募集方針に対して非協会員より意見あり。3月9日にコアメンバーで

話し合い、今後の対策を検討する。 

10）職能開発事業部：鈴木真弓理事より以下の報告があった。 

2021 年 3 月 5 日・6日臨床実習指導者講習会(Web)。来年度の各養成校の窓口になる方の名前および通年世

話人の再確認を行い公文書の発行を行う。 

11）広報部：伊藤理事より以下の報告があった。 

ロゴマークデザイン審査を実施した。会員のみならず、当事者の方、学生からの応募が多数あった。 

「彩り」ダイジェスト版（1〜5号 40ページ）を作成中。完成次第、事務局に印刷、発送依頼を行う。 

中高生向けの広報（夏キャンの広報含む）、一般向けの広報活動の検討を進めている。 

電子定期便の効果的な発送について検討、試行を続けている。 

公式FacebookはHPに掲載されている研修会情報を中心に逐次更新している。フォロー数を増やすための対

応を継続する。 

HPで運用しているTwitterアカウントについて、広報部にて管理運営を引き継ぎするように準備を進める。 

新HPの運用開始にむけて、更新者への操作レクチャーを実施する。 

12）地域リハ推進部：平田理事より報告事項なし。 

13）地域包括ケア推進部：野村理事欠席であるが、BANDにて以下の報告があった。 

2月26日スタッフを除く参加者は11名。スタッフが20名だったので、スタッフも参加者として学んだ。ア

ンケートの結果は大変満足した 81％、満足した 19％、普通だった・不満足だった・大変不満足だったそれ

ぞれ0％だった。 



3 月 8日地域包括ケア関東ブロック会議に参加。ホストは東京都士会。地域包括ケアに資する人材育成につ

いて都士会独自の認定制度を設ける方針。 

14）認知症地域支援推進部：吉田理事より以下の報告があった。 

  2月26日地域包括・MTDLP・認知症コラボ研修開催。 

15）災害対策部：阪井理事より以下の報告があった。 

災害対策マニュアルの確認している。 

16）制度対策部：石川理事より以下の報告があった。 

令和 4 年度 診療報酬改定について、厚生労働省の説明動画の URL および個別改定項目に関する資料の URL

を、県士会HPに掲載した。 

OT協会主催 令和4年度 診療報酬改定説明会（3月13日）に参加予定。 

17）各ブロック  

  ・東部：小池理事より以下の報告があった。 

学生との語らNight！2回（第1回：3月16日18：30〜20：45第2回：3月23日18：30〜20：45）開催。

現在11名参加。 

2022年度 第15回リモートで語らNight！2022年7月28日（当事者講師）準備中。 

    ・西部：逸見理事より以下の報告があった。 

     今年度最後の定例会終了。次回来年度の初回は５月に開催。 

夏キャンオンライントーク2022 の第2回目の会議を3月 7日に実施。各ブロックに所属している養成校

も参加し、来年度は各ブロックと所属の養成校で実施する予定でブロックによって実施する内容が異なる

場合がある。現在養成校とどんな取り組みができるかを確認中で、オープンキャンパスの日程も、準備が

整えば６月から開始するかもしれない。またチラシ作りのためのコンセプトについて検討中。次回会議は

3月28日を予定している。 

・南部ブロック：犬塚理事より以下の報告があった。 

 県学会へブロック員より座長と当日ボランティアスタッフを派遣。 

目白、上尾医専と具体的な夏キャンの打ち合わせ開始。 

月1のペースで座談会を開催中（来年度も継続）。 

    ・北部ブロック：後藤ブロック長欠席のため報告事項なし。 

18）訪問リハビリテーション振興委員会：高橋暢介理事より報告事項なし。 

19）生活行為向上マネジメント推進委員会：高橋啓吾理事より以下の報告があった。 

2月20日にMTDLP事例検討会を実施した。身障分野の発表が多かった。 

3月16日MTDLP全国会議に高橋啓吾理事が参加予定。 

20）子ども支援委員会：田坂理事欠席のため報告事項なし。 

21）福祉機器委員会：鈴木康子理事より報告事項なし。 

22）高次脳機能障害地域支援推進委員会：渡部理事より以下の報告があった。 

  県士会ホームページへのアンケート調査報告書、事業所一覧の掲載準備をしている。 

23）運転再開支援委員会：赤間理事より報告事項なし。 

24）こころとくらしの地域支援推進委員会：原理事より以下の報告があった。 

2月26日妙技研修～茨城編に宇田会長（講師）とここくら委員2名で参加。 

25）第31回埼玉県作業療法学会：神山理事より以下の報告があった。 

学会参加費について、会員は無料、非会員は3,000円へ修正し、本日の理事会へ承認審議を依頼している。

承認されたら、案内文およびポスター内の金額修正を行い、配信を依頼する。県内養成校の教員には、案内



文およびポスターのデータを送り、自施設での印刷配布を依頼したい。 

26）埼玉県ﾘﾊﾋﾞﾘ専門職協会・ｺﾐｭﾆﾃｨｹｱﾈｯﾄﾜｰｸ川越：渡部理事より報告事項なし。 

 

 ２．会長・副会長より 

  1）宇田会長より 

   3月12日47委員会、3月14日精神保健福祉全国大会実行委員会、3月19日越谷のつどい。3月23日地域リハ

推進協議会。2月20日三芳町の若年性認知症講演会では、久しぶりにこれでいいのだバンドの演奏をしてきた。

大変好評で今後も三芳町健康増進課とは協働を続けていく。 

2）伊藤副会長 

 日々を楽しみながら心身の健康を大事にしてほしい。 

3）茂木副会長 

 年度末で多忙の日々のため、十分な睡眠と美味しい食事を。体を大切にしてほしい。 

 

３．監事より 

1)土屋監事 

  年度末で異動等もあり忙しない日々ですが、コロナもあるので体調にはお気をつけて。 

 2)川俣監事 

  みんなで元気に頑張っていきましょう。 

 

Ⅲ．その他 

次回理事会：2022年  4月14日（木） オンライン会議  

 

 

以上をもって議案の全部を終了したので、議長は21時50分閉会を宣した。 

 

2022年3月10日 

一般社団法人埼玉県作業療法士会 理事会           

 


